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なぜサルスベリには雄しべが2種類あるのか

熊本県立八代南高等学校・熊本県立八代清流高等学校 科学部2年

1 研究の目的

サルスベリの花を観察すると長さも本数も異なる 2葎類の雄しべがあることに気づいた。そこで

サルスベリがなぜ2種類の雄しべを持っているのかについて研一究することにした。

2 実験と結果

医亙日サノレスべりのJヒの各構造の数とJ序状 [結果〕

〔方法〕本校理科棟前のサノレスベリの花 (20個)に

ついて，ピンセットを用いて解剖し，雄しべ

と雌しべの数と長さ・形状について調査した。

区亙ヨサノレスべりに集まる昆虫の調査
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〔方法1]午前9時と午後 1時にサルスベリを訪

れている凶虫を採集する。

〔方U~II ]サルスベりそ訪れているセイヨウミ

ツパチをビデオ撮影する。

[結果 1]サルスベリを訪れる比虫 [結果11)セイヨウミツバチの採餌
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匡亙司民い雄しべの花粉と短い雄しべの花粉の比較

[)J法 1J乾燥した花粉および湿潤した花粉の観察

ー一一一 長い雄しべと短い雄

しべの隙聞にもぐり

こむように花粉を採

取するc

① ピンセットで雄しべ(L)および(s)在摘み取りスライドガラスに蔚部分を付着させ，カパ)

ガラスをかけて観察する。

② スライドガラスにlO%スクロース寒天培地を少量乗せ，蔚部分をイ、J着させカバーガラスをか

ける。

〔結果1]
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D!IIU閏時1

乾燥時は~'ちらも楕円形で長い雄しべの花

粉が飼い雄しべの花粉よりも小さいが，水

分を含むことでどちらも球形となり) I剖じ

大きさになったの



CH法11J花粉符伸長の比較

の ー穴スライドガラス 6枚の穴部分に10%スクロース寒天尉地を少量のせる。

② ~天培地の片方に長い雄しべ，一方に対し 、雄しべの荷を小l荷させ花粉をまし

Q) @のスライドガラスをAくを浸した脱脂綿を入れたタッパーで保管する。

④ 30分おきに取り出しp カパ』‘ガラスをかけて観察し，カメラで撮影するD

⑤ 写真の花粉20個の花粉管の長さを定規で測定し半均値を求めるの

@ 写真の花粉150個について，花粉管が111ているものを数え，発弁率を求めるの

[結果11J花粉管伸長の推移 花粉管の発芽率
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花粉管の仲長は長い雄しべの

花粉は短い雄しべの花粉よりも

速く仲長していたc また1~粉管

の発芽率も長い雄しべの花粉が

知:レ、雄しべの花粉を上回った。
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〔方法rnJ ペーパークロマトグラフィーによる花粉中の粧の検山

① グ、ルコース水裕液 (0.1%，0.3%， 1.0%) を10μしずつろ紙にスポットし3 展開液にて展開

後，発色試薬を噴霧して発色させるの(対照用)

②長い雄しべの荷および短い雄しべの蔚O.lgに水 5mlを加え，乳鉢ですりつぶし，T-製櫨過器で摘

過した液を10μ[ずつスポット後，①左同様に展開 3 発色させる。

〔結巣rnJ
図2

ク、、ルコース イと事}中の
換算 1農度

花粉 (L) 0.05% 2.5% 

花粉 (S) 0.075% 3.8% 

※L 長い雄しべ
s 短い雌しべ

3 考察
(似1111'.ーから0.10/<】， 0.3悦， 1.0% 1文12たから花粉(L)，花粉(s))

セイヨウミツバチは長い雄しべと短い雄しべの問の空間にすっぽり人る形で採餌をしていたc そ

の際にミツバチの羽や背に 下|白|きに付いた長い雄しべの蔚が触れていた。めしべの柱頭もドを|白lい

ていることからミツバチを介して受粉が行われ・ていると考えられた。そとで長い雄しべの花粉Lが

受粉崩で3 短いS方は昆虫誘引用ではなし、かと考え2種の花粉の比較を千丁ったc (以降L.!::Sで表

現する)花粉を乾燥時と?恨潤時に分けて観察したところ、乾燥時ではLよりも Sの方が大きかった。

これは雄しべLの軒は空中に吊られた形になっており乾燥しているが，雄しべSは持集しておりr!iiJ.
り気をd酔びているためではないだろうか。 ー方で温j問時には同じ大きさとなったc つまり Lのほう

がSよりもより多く吸水し、膨張率が大きいといえるc 花粉管はLのほうがSよりもより早く伸長

を開始し，最初の 1時間では2倍速で{中長することが分かった。これは花粉の吸水量(膨張率)の

長が関係しているのではないだろうか。また発芽率に閲しでも花粉Lが花粉Sのおよそ 2倍で推移

したa これらのこ左から花粉SとLが同時に受粉した場合，花粉Lの)jーが

発芽率や伸長速度の観点から，受精に有利であると考えられたU また花粉L

では精細胞が見られたc(右図)一方で花粉Sでは精細胞を観察できなかった。

このこ とから花粉Sは花粉管を伸長させるこ左ができても，受精能んがない

ことが不唆されるG またベ」ヅ"'~喝クロマトグラフィ ーによるグ)レコース量の

測定の結果， sの方がグノレコースをLの1.52仙含んでいることが分かったの

昆虫を誘引する食聞としては花粉Sの方が優れているといえるの
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